
広域３次元津波シミュレーション
―地震津波防災に有効なツール―

■利用成果

●一般的な津波浸水シミュレーションは、平面
２次元解析によるものです。この解析では、
津波高さや浸水エリアが概略的にわかる程
度であり、正確な津波浸水状態や津波波力
等の予測はできません。それを可能にする
には３次元解析を行う必要があります。
●３次元解析は、限られた空間（自動車や機械
部品など）で既に実績はありますが、津波
解析のような広範囲の３次元解析は従来の
コンピュータの演算能力から不可能でした。

○対象の地方都市中心部に対して、詳細な３次
元モデルを構築して、３次元解析による広域
３次元津波シミュレーションをスーパーコン
ピュータ「京」を活用して実施しました。その
結果、想定される南海トラフ巨大地震が発
生した場合に、地方都市中心部の詳細な津
波浸水状態が予測できるようになりました。

○浸水状況だけでなく、津波波力が正確に算
出できるようになり、津波避難ビル等の津波
対策にも役立ちます。

■背景と目的

　　　　　　　　　 
研究・開発機関 　：株式会社地震工学研究開発センター
　　　　　　　　　国立大学法人名古屋工業大学
利用施設　　　 　：スーパーコンピュータ「京」
計算規模　　　 　：1.5億メッシュ
利用ソフトウェア ：OpenFOAM2.2.1（interFoam）
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図１　建物や橋等の 3次元メッシュモデル

図２　2D解析による津波の伝播様子
(地震発生13分後 )

図４　3D解析の第 2 波津波襲来 (1116 秒 )図３　3D解析の第1波津波襲来 (340 秒 )
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